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後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
考
證

(
)

官
幣
中
社
那
智
神
社
宮
司

島
野

盛
服

一
、
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
と
申
す
は
、
元
京
極
中
納
言
藤
原
定
家
卿
の
日
記
な
る
明
月
記
の
中
よ
り

自
建
仁
元
年
十
月
五
日

(
一

二
〇
一
年)

二
十
三
日
間
、
卿
が
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
御
幸
に
供
奉
中
の
日
記
を
、
後
人
が
抄
録
し

至

仝

年
仝
月
廿
七
日

て
一
巻
と
な
し
た
も
の
な
り
。

【
定
家
自
筆
ノ
御
幸
記
ト
イ
フ
モ
ノ
ア
レ
バ
後
人
ノ
抄
録
ト
云
フ
ハ
イ
カ
ゞ
ア
ラ
ン

宇
井

】

(
)

一
、
此
供
奉
の
時
卿
は
年
四
十
歳
に
し
て
、
官
は
左
近
衛
權
少
將
な
り
し
な
り
。

一
、
此
一
巻
は
熊
野
坐
神
社
の
神
庫
に
藏
せ
る
写
本
を
。
伊
藤
宮
司
に
借
り
て
謄
写
し
た
る
も
の
な
り
。
寫
本
は
草

字
体
の
自
文
に
て
誠
に
讀
み
難
く
解
も
難
し
。
今
謄
写
に
當
り
て
讀
み
易
か
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
字
体
を
明

か
に
し
、
且
つ
試
み
に
妄
り
に
割
点
を
附
し
た
り
、
恐
る
は
誤
あ
ら
ん
こ
と
を
識
者
後
人
之
を
校
訂
せ
ら
る

ゝ
あ
ら
は
幸
甚
。

【
熊
野
坐
神
社
ニ
ア
ル
写
本
ハ
飛
鳥
井
和
章
の
筆
ニ
テ
徳
川
頼
宣
ノ
寄
進
ナ
リ

中
根

】

(
)

？

一
、
前
項
写
本
の
題
目
ハ
「
熊
野
道
之
間
愚
記
略
々
」
と
あ
り
し
も
、
普
通
此
一
巻
を
御
幸
記
と
称
す
る
を
以
て
從

ひ
題
目
を
更
め
た
り
。

一
、
尚
舊
記
に
依
れ
ば
、
本
巻
第
一
日
即
ち
建
仁
元
年
十
月
五
日
の
前
両
日
、
左
の
御
幸
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
が
如

(

一

二

〇

一

年

)

し
。

一
日

熊
野
御
幸
御
精
進
被
始
之

二
日

日
吉
御
幸

一
、
本
巻
行
幸
の
重
立
た
る
供
奉
員
は
大
略
左
記
の
如
く
な
り
し
が
如
し
、
本
文
中
に
記
載
せ
る
名
に
基
き
又
ハ
官

職
に
よ
り
て

「
公
卿
補
任

「
人
名
辞
書
」
等
に
つ
き
調
査
し
た
り
、
又
本
文
中
に
其
名
を
見
ざ
る
も
御
途

、

」
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次
の
歌
御
会
に
見
え
た
る
人
々
を
も
補
記
す
。

建
仁
御
幸
供
法
員

内
大
臣
右
近
衛
大
將

皇
太
弟
傳

源

道
親

權
中
納
言
春
宮
權
大
夫

藤
原

宗
頼

左
衛
門
督

藤
原

信
清

【
後
ニ
太
政
大
臣
】

参
議
左
近
中
將

藤
原

公
経

從
三
位

藤
原

仲
経

大
宰
大
貳

藤
原

範
光

從
三
位
右
中
將

源

通
光

右
中
將

藤
原

保
家

左
近
衛
權
少
將

藤
原

定
家

右

衛

門
督

藤
原

隆
清

(

兵
衞
？)

春
宮
權
亮

源

定
通

正
二
位
春
宮
太
夫

藤
原

忠
經

右
少
將

源

有
雅

【
後
ニ
權
中
納
言
・
承
久
ノ
乱
ニ
斬
ラ
ル
】

右
近
衛
少
將

藤
原

忠
信

宮
内
卿

源

俊
家宗

？

右
馬
頭

藤
原

親
兼

因
幡
守

源

通
方

バ

左
中
辨

藤
原

長
房

皇
后
太
夫
宮
少
進

藤
原

信
綱
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右
馬
助

源

家
長

陰
陽
博
士

阿
部

晴
光

北
面

【
新
宮
町
誌

右
中
將
藤
原
保
家
・
陰
陽
博
士
阿
部
晴
光
ヲ
欠
ク
】

上
北
面

略
悉
皆

下
北
面

精
撰
在
此
中

御
先
達

權
大
僧
都

法
印

覺
實

御
導
師

權
大
僧
都

法
印

公
胤

以
上

一
、
上
皇
に
は
正
治
元
年

神
武
紀
元
一
八
五
九

の
御
幸
よ
り
承
久
三
年

同
一
八
八
一

正
月
四
日
の
御
幸
に
至
る

(
)

(
)

(

一

一

九

九

年

)
(

一

二

二

一

年

)

ま
で
二
十
三
年
間
に
前
後
通
し
て
二
十
三
四
の
熊
野
御
幸
を
累
ね
さ
せ
ら
れ
た
り

一
、
其
第
一
回
は
前
記
の
如
く
正
治
元
年
八
月
二
十
日

一
八
五
九

第
二
回
は
正
治
二
年

同
一
八
六
〇

十
一
月

(
)

(
)

【
第
一
回
行
幸
ハ
建
久
九
年
八
月
御
在
位
中
天
皇
ト
シ
テ
行
幸

一
八
五
八

】

(
)

(

一
一

九
八
年)

廿
八
日
の
御
幸
に
し
て
本
巻
御
幸
即
ち
建
仁
年
間

同
一
八
六
一

十
月
五
日
の
御
幸
は
第
三
回
の
御
幸
な
る
こ

(
)

と
は
業
資
王
記
百
練
抄
に
明
記
せ
る
が
如
く
な
る
も
本
巻
十
月
十
二
日
の
條
磐
代
王
子
の
拜
殿
に
書
付
け
し
こ

と
の
内
に
「
御
幸
四
度
」
と
あ
れ
ば
右
の
外
尚
一
回
の
御
幸
あ
り
し
乎
今
そ
の
年
月
詳
し
が
な
ら
ず

一
、
本
巻
御
幸
の
御
日
程
を
製
表
す
れ
ば
大
躰
左
の
如
き
か
但
し
表
中
王
子
名
の
下

文
字

は
宮
地
博
士
の
王
子
考

(
)

に
よ
る

御

晝

御

駐

御
発
輦

日

次

御

参

拜

神

社

御

事

項

約
里
程

地
名

食

所

輦

所

御
着
輦

御

所

出

給

題

攝

津

ク
ボ
ツ
王
子

五

日

攝

津

坂
口
王
子

薬
師
堂

？

木

津

(
)

讃
良
庄

〃

コ
ウ
ト

郡
戸

王
子

天
王
寺

三

首

讃
良
庄

(
)

讃
良
庄

攝

津

阿
倍
野
王
子

住
吉

里
神
楽

和
泉

平
松
新

六

日

和

泉

境
王
子

和
泉
大
鳥
居

新
皇
子

相
撲

大
鳥
居

(
)
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造
御
所

平
松
御
所

〃

篠
田
王
子

〃

平
松
王
子

和
歌

王
子

馬

自
是
停
御

平
松
御
所

〃

井
口
新
王
子

〃

池
田
王
子

和
泉

七

日

〃

淺
宇
河
王
子

〃

鞍
持
王
子

披
講

鞍
持

信
達

廐
戸
御
所

〃

胡
木

新
王
子

サ
野

伏
野

王
子

二
首

王
子

廐
戸

(
)

(
)

〃

〃

籾
井

籾
中

王
子

〃

廐
戸
王
子

王
子

(
)

〃

一
瀬
王
子

〃

地
蔵
堂
王
子

廐
戸
御
所

〃

ウ
ハ
目

馬
目

王
子

紀
伊

中
山
王
子

(
)

紀
伊

山
口
王
子

〃

川
辺
王
子

八

日

〃

中
村
王
子

〃

日
前
宮

中
村

紀
伊

八

里

王
子

藤
白

萬
願
寺

〃

ナ
ク
チ

奈
久
知

王
子

〃

松
坂
王
子

(
)

藤

白

〃

松
代
王
子

〃

菩
提
房
王
子

〃

祓
戸
王
子

〃

五
躰

藤
白

王
子

〃

塔
下
王
子

(
)

藤

白

有
相
撲
等

〃

ト
コ
ロ
坂

所
坂

王
子
〃

一
壺
王
子

山
口

紀
伊

四

里

(
)

九

日

〃

蕪
坂

塔
下

王
子

〃

山
口
王
子

御
歌
会

王
子

湯
淺

(
)

湯

淺

〃

イ
ト
カ
ハ

糸
我

王
子
〃
サ
カ
サ
マ

逆

王
子

(
)

(
)

湯

淺

紀
伊

井
関
王
子

紀
伊

川
瀬

王
子

(
)

一
本
ツ
ノ
セ

十

日

〃

沓
掛
王
子

〃

ウ
チ
ノ
ハ
タ

王
子

シ
ゝ
ノ

小
松
原

(
)

内
畑

小
松
原

〃

田
藤
次
王
子

〃

愛
徳
山
王
子

セ
椎
原

五
里
弱

〃

ク
ハ
マ
王
子

〃

岩
内
王
子

岩
内
村

【
本
書

田
藤
王
子
ク
リ
マ
王
子
と
ト
セ
ル
モ
今
訂
正
ス

芝

】

(
)

小
松
原

〃

塩
屋
王
子

〃

ウ
ヘ

上

野
王
子

(
)

十
一
日

〃

ツ
イ

津
井

ノ
王
子

〃
イ
カ
ル
ガ

斑
鳩

王
子

御

歌

会

塩
屋

切

部

五

里

(
)

(
)

切

部

〃

切
目
王
子

王
子

【
本
書

津
井
王
子
ヲ
津
木
ト
ア
ル
モ
今
改
ム

芝

】

(
)
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切

部

〃

切
部
中
山
王
子

〃

磐
代
王
子

十
二
日

〃

千
里
王
子

〃

三
鍋
王
子

磐
代

田
辺

四

里

田

辺

〃

ハ
ヤ

芳
養

王
子

〃

出
立
王
子

王
子

御
着

(
)

田

辺

〃

秋
津
王
子

〃

丸

丸
本

王
子

瀧
尻

【
万
呂
ナ
ル

(
)

×

十
三
日

〃

ミ
ス

三
栖
ノ
王
子

〃

ヤ
カ
ミ

八
上

王
子

御
歌
会

稻
葉
根

御
所

七

里

ベ
シ

芝

】

(
)

(
)

(
)

瀧

尻

〃

稻
葉
根
王
子

〃

一
ノ
瀬
王
子

王
子

芝
村

〃

ア
イ
カ

鮎
川

王
子

(
)

瀧

尻

〃

重
黙

重
照
又
ハ
十
丈

王
子

御
歌
会

(
)

十
四
日

〃

大
坂
本

大
板

王
子

非
時
水

近

露

湯
川

六

里

(
)
湯

川

〃

近
露
王
子

垢
離

御
宿
所

湯

川

〃

湯
河
王
子

尼
南
無

十
五
日

〃

猪
ノ
鼻
王
子

御
歌
会

房

一
里
九

尼
南
無
房

〃

發
心
門
王
子

三
里
村

町

尼
南
無
房

〃

水
飲
王
子

舞
相
撲

十
六
日

本
宮
御
社

本

宮

二

里

本

宮

〃

祓
戸
王
子

等
天
覧

今
夜
可
有

十
七
日

本
宮
御
駐
輦

川
船
無

本

宮

種
々
御
遊

本

宮

乱
舞
相
撲

十
八
日

新
宮
御
社

九
里
峽

天
覧

新

宮

九
里
八

新

宮

夜
御
歌
会

町

新

宮

十
九
日

此
道
又
王
子
數
多
御
座

那
智
大
社

御
歌
会

那

智

五

里

那

智

那

智

山
中
小

廿

日

雲
ト
リ

紫
金
峯
ヲ
超
エ
給
フ

本

宮

八

里

本

宮

家
小
食

本

宮

六
里

廿
一
日

本
宮
御
社

湯

河

近

露

近

露

十
八
町
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近

露

岩
内

廿
二
日

十
五
里

岩

内

御
宿
所

岩

内

廿
三
日

湯

淺

五

里

湯

淺

湯

淺

和
泉

廿
四
日

藤

代

信
達

十
二
里

信

達

御
宿
所

信

達

大
鳥
居

攝
津

廿
五
日

十
六
里

兵
庫
？

？

皆

瀬

王
子

御
所

皆

瀬

廿
六
日

御
還
幸

二
條
殿

【
？
？

熊
野
叢
書

第
六
巻
熊
野
御
幸
記
に
は

廿
五
日
兵
庫
を
長
柄
と
あ
り

章

】

(
)

但
し
二
十
七
日
は
御
幸
中
の
御
雜
物
を
先
達
に
賜
ひ
た
る
が
如
し

一
、
後
鳥
羽
上
皇
は
特
に
當
社
を
尊
崇
あ
ら
せ
給
ひ
庄
園
を
寄
進
せ
ら
れ
た
り

一
、
社
頭
へ
菊
一
御
太
刀
を
献
納
せ
ら
れ
又
御
懐
紙

詠
冬
日
詣
那
智
一
首

奇
石
怪
巖
晴
嵐
寒

瀧
泉
紅
落
錦
文
湍

尋
知
不
老
神
仙
藥

靈
跡
到
今
海
曲
檀

(
)

一
首
と
贈
り
給
し
は
承
元
二
年
戌
辰
御
幸
の
時
と
記
録
あ
れ
ば
本
巻
建
仁
よ
り
八
年
後

神
武
紀
元
一
八
六
八

(

一

二

〇

八

年

)

の
御
年
な
る
べ
し
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本
書
は
島
野
宮
司
自
筆
の
書
躰
に
よ
り
寫
し
た
る
な
り

中
根

黯
庵

モ
リ
ア
ン

昭
和
十
五
年
六
月

龍

水
寫
す

(

一

九

四

〇

年

)

昭
和
十
五
年
八
月
十
一
日

芝
口

常
楠
寫
也

昭
和
廿
五
年
四
月
一
日
う
つ
す

清
水

長
一
郎
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熊

野

王

子

考

上
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熊

野

王

子

考

宮

地

直

一

予
嚮
に
和
歌
山
縣
下
を
歴
遊
し
、
東
西
牟
婁
郡
に
至
り
し
こ
と
あ
り
。
尋
い
で
昨
年
の
八
月
大
阪
府

下
を
視
察
す
る
や
、
間
を
得
て
攝
津
及
び
和
泉
の
諸
郡
を
訪
ひ
、
又
本
年
一
月
に
入
り
、
再
び
南
紀

の
各
地
を
廻
遊
す
る
こ
と
殆
二
旬
、
こ
の
間
所
々
に
王
子
社
の
殘
れ
る
を
見
、
そ
の
口
碑
傳
説
等
を

耳
に
せ
し
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
仍
り
て
こ
ゝ
に
そ
の
梗
概
を
記
し
、
并
せ
て
見
聞
せ
し
二
、
三
を
語

ら
む
と
す
。

佛
語
に
鳩
摩
羅
駄
、
又
究
磨
羅
浮
多
と
い
ふ
語
あ
り
。
翻
譯
名
義
集
に
そ
の
義
を
解
き
て
、
是
彼
八
歳
巳
上
乃
至
末

娶
之
摠
名
也
と
い
ひ
、
法
華
科
註
に
釋
論
を
引
き
て
此
云
童
子
と
見
ゆ
。
我
國
に
用
ゐ
ら
れ
て
王
子
と
云
ふ
、
そ
の

起
源
は
こ
ゝ
に
あ
る
か
。
早
く
よ
り
大
峯
山
な
る
藏
王
權
現
に
は
十
八
王
子
あ
り
、
高
野
山
な
る
天
野
明
神
即
丹
生

都
比
賣
神
も
百
二
十
伴
と
と
も
に
十
二
王
子
を
從
ふ
。
是
等
は
何
れ
も
随
從
若
く
は
眷
屬
の
意
に
し
て
、
や
が
て
藥

師
如
来
が
十
二
神
將
を
率
ゐ
、
又
不
動
明
王
が
八
大
童
子
、
辨
財
天
女
が
十
六
童
子
を
伴
ふ
に
等
し
か
る
べ
し
。
さ

て
之
を
我
が
神
祇
の
上
に
用
ゐ
た
る
は
、
延
喜
式
の
記
事
を
初
見
と
す
。
そ
は
内
藏
式
中
、
大
神
祭
の
幣
帛
を
記
す

條
に
、日

向
童
子
幣
料
盛
宮
一
合

玉
列
王
子
幣
料
盛
宮
一
合

と
あ
り
。
之
を
神
名
帳
に
照
す
に
、
大
和
城
上
郡
に
、

大
、
月
次

神
坐
日
向
神
社

ミ
ワ
ニ
マ
ス
ヒ
ム
カ
ヒ
ノ

新
嘗

玉

列
神
社

タ
マ
ツ
ラ
ノ

と
あ
り
。
こ
の
二
社
は
そ
の
祭
神
を
詳
に
せ
ざ
る
も
、
早
く
よ
り
本
宮
大
神
神
社
の
管
下
に
あ
り
て
、
本
末
の
關
係
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を
有
し
た
り
し
も
の
の
如
し
。
さ
れ
ば
之
を
古
來
の
慣
例
に
よ
り
て
表
は
す
時
は
、
枝
屬
、
苗
裔
も
し
く
は
御
子
神

と
い
ふ
に
相
當
す
べ
く
、
即
こ
ゝ
に
い
ふ
王
子
の
義
に
も
一
致
す
る
な
り
。
次
い
で
起
れ
る
は
、
則
熊
野
の
王
子
社

に
し
て
、
こ
は
己
に
和
歌
浦
の
鶴
に
も
い
は
れ
し
如
く
、
本
宮
境
内
な
る
若
一
王
子
社
に
始
ま
れ
る
も
の
な
ら
む
。

若
一
又
は
若
宮
と
い
ふ
は
、
古
く
よ
り
天
照
大
神
と
傳
へ
た
れ
ど
、
そ
は
い
か
に
も
あ
れ
、
本
宮
三
所
、
即
夫
須

美
、
速
玉
、
氣
津
美
御
子
の
三
神
に
次
ぎ
て
創
め
ら
れ
、
三
山
と
も
に
本
社
に
次
ぎ
て
崇
敬
す
る
社
な
れ
ば
御
子
神

の
意
を
以
て
之
を
王
子
と
稱
へ
し
に
も
あ
る
べ
し
。
そ
の
關
係
、
例
へ
ば
春
日
に
若
宮
を
設
け
、
大
神
に
日
向
、
玉

列
の
二
社
あ
る
が
ご
と
し
。
そ
の
若
宮
と
い
ひ
、
新
宮
と
稱
し
、
將
今
宮
と
い
ひ
、
王
子
と
呼
ば
む
、
畢
竟
ず
る
に

同
一
の
事
物
を
指
し
て
、
た
ゞ
其
名
稱
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
た
ゞ
熊
野
は
人
の
知
る
如
く
、
佛
教
の
浸
入

甚
し
き
が
上
に
、
弘
く
世
間
の
信
仰
を
萃
め
た
る
神
社
な
れ
ば
、
佛
教
に
縁
あ
り
、
且
通
俗
の
稱
と
し
て
應
し
き
王

子
の
號
を
採
用
し
た
る
の
み
。

若
一
王
子
に
次
ぎ
て
表
は
れ
た
る
が
、
こ
ゝ
に
い
は
む
と
す
る
沿
道
の
諸
王
子
社
に
し
て
、
こ
れ
も
佛
教
の
行
事
に

模
倣
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
王
朝
の
初
期
よ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
、
熊
野
三
山
に
巡
歴
す
る
風
隆
盛
に
赴
き
、
都
人

の
歩
を
こ
の
地
に
運
ぶ
も
の
頻
々
た
り
し
中
に
、
そ
の
特
種
の
風
習
と
も
い
ふ
べ
き
は
、
王
子
の
社
が
發
生
せ
し
こ

と
な
り
。
當
時
京
都
を
發
し
て
本
宮
を
經
、
新
宮
那
智
に
詣
づ
る
往
來
の
途
次
、
所
々
に
て
本
宮
の
影
祀
を
設
立
す

る
も
の
あ
り
、
之
を
稱
し
て
王
子
社
と
い
ふ
。
即
世
俗
に
い
ふ
熊
野
九
十
九
所
の
王
子
こ
れ
な
り
。

俗
説
に
そ
の
義
を
説
き
て
い
ふ
、
熊
野
權
現
の
坐
し
ま
す
音
無
川
の
水
上
を
一
百
の
數
に
象
り
、
沿
道
に
九
十
九
ヶ

所
を
充
て
た
る
に
て
、
や
が
て
淨
土
往
生
の
義
を
示
す
な
り
と
。
之
も
一
理
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
、
そ
の
最
初
の
時

代
に
は
、
數
も
具
は
ら
ず
、
又
必
ず
し
も
こ
れ
を
經
由
し
た
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
始
め
よ
り
し
て
、
か
程
の
深
遠
な

る
意
味
あ
り
し
や
否
や
大
に
疑
は
し
と
す
べ
し
。
惟
ふ
に
も
と
は
往
來
の
要
所
々
々
に
當
り
、
小
祠
を
設
立
し
て
巡

歴
の
便
に
供
し
、
併
せ
て
遙
拜
の
爲
め
に
せ
ん
と
せ
し
も
の
な
ら
む
か
。
さ
れ
ば
、
中
に
は
古
く
よ
り
鎭
座
せ
し
社

に
し
て
、
地
利
の
便
に
よ
り
後
に
王
子
と
せ
し
も
あ
る
べ
く
、
又
新
に
設
立
せ
し
は
固
よ
り
少
か
ら
ぬ
こ
と
ゝ
す
。

今
日
現
存
せ
る
社
に
つ
き
そ
の
縁
起
を
繹
ぬ
る
に
、
中
に
は
往
々
に
し
て
之
を
古
代
に
か
け
、
又
特
種
の
由
緒
を
傳
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ふ
る
も
の
少
か
ら
ず
。
か
く
の
如
き
は
、
固
よ
り
悉
く
之
を
信
憑
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
さ
れ
ば
と
て
、
全
部

が
皆
虚
構
の
説
を
語
る
も
の
と
も
定
む
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
或
は
こ
れ
ら
諸
社
の
中
に
は
、
中
古
王
子
社
に
變
形
せ
し

も
の
も
あ
る
に
や
と
思
は
る
ゝ
な
り
。

さ
て
か
く
の
如
く
、
沿
道
に
起
り
し
そ
の
影
祀
を
も
王
子
社
と
い
ふ
は
、
さ
き
に
説
明
せ
し
が
如
く
、
新
宮
又
は
今

宮
と
稱
す
る
と
同
義
に
し
て
、
や
が
て
若
一
王
子
な
ど
と
い
ふ
王
子
の
意
を
、
一
層
廣
義
に
推
廣
め
し
も
の
な
る
べ

し
。
こ
れ
も
俗
説
に
て
は
、
若
一
王
子
を
遷
し
た
れ
ば
、
も
と
の
名
に
因
り
て
し
か
名
附
け
た
り
と
い
ふ
。
固
よ
り

諸
王
子
の
中
に
は
、
同
社
の
分
祀
も
少
か
ら
ざ
る
べ
し
と
雖
、
そ
の
悉
く
が
同
神
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
決
し
て
そ
れ

と
も
定
め
難
し
。
明
月
記
を
見
る
に
、
王
子
社
を
熊
野
の
末
社
と
い
へ
る
こ
と
あ
り
、
又
任
生
家
古
文
書
の
中
に

も
、

熊
野
山
末
社
藤
代
王
子

と
記
さ
れ
た
る
が
、
即
こ
ゝ
に
い
ふ
王
子
と
は
、
末
社
の
義
に
外
な
ら
ず
し
て
、
祭
神
間
に
於
け
る
本
末
の
關
係
を

表
は
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
即
之
を
傍
例
に
考
ふ
れ
ば
、
石
清
水
に
別
宮
と
い
ふ
な
ど
、
大
小
の
差
は
あ
れ

ど
、
之
に
相
當
す
る
も
の
な
ら
む
か
。

今
之
を
典
籍
の
上
に
徴
し
て
、
そ
の
最
初
に
表
は
れ
し
も
の
を
求
む
る
に
、
王
朝
の
季
ま
で
に
は
、

藤
代

鹽
屋

切
目

磐
代

瀧
尻

近
露

發
心
門

の
七
社
あ
り
、
次
い
で
建
仁
元
年
の
御
幸
記
に
至
り
、
そ
の
數
漸
く
具
は
り
、
實
に
六
十
一
社
の
多
き
に
達
す
。
さ

(

一

二

〇

一

年

)

れ
と
思
ふ
に
、
實
は
王
朝
の
末
に
於
て
略
々
の
形
を
整
へ
た
り
し
も
の
な
る
べ
く
、
た
ゞ
記
録
の
具
備
せ
ざ
る
が
爲

め
に
之
を
徴
す
る
こ
と
の
難
き
な
ら
む
か
、
御
幸
記
を
見
る
に
、
大
鳥
居
、
井
口
等
新
王
子
と
い
ひ
て
、
新
設
に
係

る
社
の
存
せ
る
を
し
め
す
に
よ
れ
ば
、
自
ら
以
外
の
諸
社
が
相
當
の
年
代
を
有
し
ゝ
こ
と
推
量
せ
ら
る
べ
し
。

次
に
御
幸
記
を
基
と
し
て
、
そ
の
道
程
竝
に
分
布
の
状
況
を
記
さ
む
に
、
王
子
の
社
は
先
づ
難
波
の
地
に
起
る
。
は

じ
め
京
都
を
發
す
る
や
陸
路
鳥
羽
に
至
り
、
こ
ゝ
よ
り
船
に
乘
じ
て
淀
河
を
下
り
、
川
尻
な
る
窪
津
と
い
ふ
に
着

す
。
即
窪
津

又
久
保
津

王
子
こ
ゝ
に
あ
り
て
之
を
熊
野
第
一
王
子
と
す
。
そ
の
地
後
の
八
軒
屋
に
當
り
、
王
子
の

(
)
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舊
趾
は
座
摩
神
社
の
御
旅
所
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
今
の
大
阪
の
地
を
横
斷
し
て
、
天
王
寺
西
門
の
前
に
出
で
、
阿
部

野
街
道
を
南
行
し
、
住
吉
を
經
、
和
泉
の
海
岸
に
出
づ
。
か
く
て
大
凡
今
の
鐵
道
線
路
と
併
行
し
和
泉
と
紀
伊
と
の

國
境
な
る
山
脉
を
越
え
、
紀
川
の
下
流
に
着
す
。
こ
の
後
今
の
和
歌
山
市
の
東
郊
を
進
み
、
和
歌
浦
の
入
江
を
南
に

廻
り
て
藤
代
坂
に
着
す
。
麓
に
五
躰
王
子
社
あ
り
藤
代
王
子
と
い
ふ
。
社
の
西
、
藤
代
坂
を
上
り
、
山
續
き
の
峯
を

つ
た
ひ
て
在
田
川
の
沿
岸
に
下
り
、
湯
淺
附
近
の
平
野
を
横
切
っ
て
、
山
麓
に
達
す
。
尋
い
で
山
を
越
え
、
御
坊
町

の
東
を
經
て
、
日
髙
郡
の
海
岸
に
沿
ひ
田
邊
に
入
る
。
こ
の
間
切
目
崎
を
廻
れ
ば
第
二
の
五
躰
王
子
な
る
切
目
社
あ

り
。
さ
て
京
都
よ
り
こ
ゝ
に
至
る
間
は
、
多
少
の
山
脉
を
越
ゆ
と
雖
、
多
く
海
岸
沿
の
平
野
に
し
て
、
道
は
さ
し
て

の
難
路
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
こ
れ
よ
り
先
は
全
く
海
と
絶
縁
し
て
山
丘
重
彙
の
中
に
別
け
入
り
、
暫
し
の
苦
痛
を
忍

ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
か
く
て
田
邊
よ
り
北
行
、
三
栖
山
を
越
え
て
、
岩
田
川
に
沿
ひ
進
む
こ
と
里
餘
、
兩
川
の
相
會

す
る
所
、
山
の
鼻
に
當
り
て
瀧
尻
王
子
あ
り
、
五
躰
王
子
の
第
三
と
す
。
瀧
尻
よ
り
暫
く
し
て
道
は
漸
く
急
に
、
栗

栖
川
よ
り
は
全
く
山
系
の
中
に
入
る
。
こ
の
あ
た
り
に
鳥
居
あ
り
、
こ
れ
を
下
品
下
生
の
鳥
居
と
す
。
こ
の
後
山
を

越
え
、
谷
を
渡
る
こ
と
幾
何
な
る
か
知
る
べ
か
ら
ず
、
そ
の
末
山
勢
の
漸
く
平
か
な
む
と
す
る
所
に
臨
み
、
發
心
門

王
子
あ
り
、
こ
れ
五
躰
王
子
の
第
四
に
し
て
上
品
上
生
の
鳥
居
こ
ゝ
に
あ
り
。
こ
ゝ
に
至
り
て
限
界
漸
く
開
く
る

も
、
猶
本
宮
の
地
は
、
山
背
に
隱
れ
て
之
を
窺
ふ
べ
か
ら
ず
、
た
だ
僅
か
に
北
方
に
當
り
て
展
望
の
開
く
る
の
み
。

さ
れ
ど
險
坂
難
路
は
已
に
盡
き
果
て
ゝ
、
目
的
の
地
は
將
に
二
里
の
間
に
迫
り
來
れ
る
な
り
。
こ
れ
よ
り
は
眞
の
峯

つ
た
ひ
、
次
第
に
道
は
下
り
て
伏
拜
に
至
る
。
こ
ゝ
は
全
く
山
と
離
る
ゝ
境
、
將
に
神
域
に
入
ら
む
と
す
る
地
所
謂

本
宮
を
直
下
に
見
下
し
て
遙
拜
の
誠
意
を
表
は
す
べ
き
所
に
し
て
、
試
み
に
そ
の
一
角
に
立
ち
て
眼
を
南
方
に
放
て

ば
、
東
西
に
相
抱
擁
せ
る
山
脉
の
中
を
縫
ひ
て
一
條
の
清
流
あ
り
。
そ
の
末
の
將
に
山
の
端
と
觸
れ
む
と
す
る
所
に

當
り
、
左
に
一
群
の
叢
林
を
見
る
。
川
は
音
無
川
、
森
は
本
宮
の
鎭
座
地
に
し
て
、
這
般
の
光
景
は
將
に
一
望
の
中

に
萃
る
。
伏
拜
よ
り
坂
を
下
る
こ
と
殆
一
里
、
川
を
渡
り
て
始
め
て
本
宮
に
着
す
る
な
り
。
此
間
の
道
程
大
凡
八
十

里
、
京
都
よ
り
大
凡
十
日
の
日
子
を
要
す
べ
く
、
今
日
に
あ
り
て
も
優
に
三
日
は
費
え
ぬ
べ
し
。
さ
れ
ば
明
月
記
に

記
し
て
、
過
山
川
千
遂
奉
拜
寶
前
感
涙
難
禁
、
と
い
へ
る
も
徒
辭
な
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
る
な
り
。
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熊
野
王
子
考

上

終

昭
和
十
五
年
六
月

中
根
氏
の
写
本
を
か
り
て
写
す

龍

水

昭
和
十
五
年
八
月
十
日

宇
井
氏
よ
り
借
り
て
写
す

芝
口

常
楠

昭
和
廿
五
年
四
月
五
日

芝
口
先
生
よ
り
か
り
て
写
す

清
水

長
一
郎
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紀
伊
國
王
子
社
略
記
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予
往
年
和
歌
山
縣
東
牟
婁
郡
史
編
纂
委
員
た
り
し
日
、
同
僚
の
聚
來
れ
る
を
寫
し
た
る
也
。
原
書
内

務
省
藏
本
な
り
と
云
ふ
。
文
学
博
士
宮
地
直
一
氏
の
記
述
と
察
せ
ら
る
。
同
氏
熊
野
王
子
考
の
著
あ

り
、
上
巻
前
に
寫
す
。
此
略
記
は
其
下
巻
な
り
し
も
の
か
。

中
根

七
郎

識

本
書
は
宮
地
博
士
の
著
と
お
も
は
れ
ず
。
御
幸
記
に
建
仁
元
年
十
月
五
日
木
津
を
發
し
て
ク
ボ
津
に

(

一

二

〇

一

年

)

着
、
王
子
を
拜
す
る
こ
と
に
な
り
居
り
。
宮
地
博
士
は
こ
れ
を
以
て
熊
野
王
子
考
上
に
、
グ
ボ
ツ
王

子
を
以
て
熊
野
九
十
九
王
子
の
初
と
せ
り
。
然
る
に
、
本
書
木
津
の
王
子
を
説
明
す
る
は
い
ぶ
か

し
。
此
王
子
御
幸
記
に
は
な
き
也
。
王
子
社
の
所
在
と
し
て
の
郡
名
・
村
名
は
旧
名
に
よ
り
、
各
社

の
説
明
文
を
見
れ
ば
紀
伊
續
風
土
記
の
記
載
文
と
全
く
同
一
な
り
。
誰
か
好
事
家
の
編
み
し
も
の
と

覺
ゆ
。

昭
和
十
五
年
八
月

し
る
す

芝
口

常
楠
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神

社

考

定

抜

抄

王

子

中
古
熊
野
御
幸
し
は

あ
り
し
頃
、
そ
の
道
間
に
王
子
社
と
い
ふ
が
多
く
あ
り
。
今
俗
に
九
十
九
王
子
の
社
あ
り

く

し
と
い
ふ
。
九
十
九
里
は
そ
の
大
数
に
て
正
し
く
何
十
社
あ
り
し
と
い
ふ
事
詳
な
ら
ず
。
御
幸
記
に
よ
る
に
、
山
城

郡
・
久
世
郡
・
木
津
郷
の
邊
よ
り
始
め
て
王
子
の
名
見
え
た
り
。
其
文
に
申
始
許
着
木
津
先
約
拜
王
子
人
々
前
後
会

合
良
久
御
船
着
御
と
見
ゆ

御
幸
記
ニ
ハ
木
津
ヲ
發
シ
申
始
許
ク
ボ
津
ニ
着
シ
王
子
ヲ
拜
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

宮
地
博
士
ハ
熊
野
王
子
考
上
巻
ニ
ハ
カ
ク
述
ベ
タ
リ

コ
ゝ

【

】

ノ
記
事
ト
異
ナ
リ
イ
カ
ゞ

芝
(

)

約
拜
の
二
字
は
拜
駒
の
誤
り
に
て
上
下
に
な
れ
る
な
ら
ん
。
今
木
津
の
邊
に
下
狛
村
あ
り
、
そ
の
地
に
若
一
王
子
社

○

○

あ
り
て
、
そ
の
神
宮
寺
を
若
王
寺
と
い
ふ
。
そ
の
社
狛
に
あ
る
よ
り
狛
王
子
と
い
ひ
、
同
訓
の
駒
の
字
に
借
り
て
書

け
る
に
て
、
先
拜
駒
王
子
と
注
せ
る
な
ら
ん
。

是
を
は
し
め
と
し
て
、
次
に
坂
口
王
子
・
コ
ウ
ト
王
子
、
そ
れ
よ
り
天
王
寺
に
詣
で
給
ひ
、
六
日
阿
部
野
王
子
、
次

に
住
吉
社
、
次
に
境
王
子
、
次
に
大
鳥
居
新
王
子
、
次
に
篠
田
王
子
、
次
ニ
平
松
王
子
、
七
日
井
口
王
子
、
次
に
池

田
王
子
、
次
に
淺
宇
川
王
子
、
次
に
鞍
持
王
子
、
次
に
胡
木
新
王
子
、
次
に
サ
野
王
子
、
次
に
籾
井
王
子
、
次
に
厩

戸
王
子
、
八
日
信
達
王
子
・
一
之
瀬
王
子
、
次
に
地
蔵
堂
王
子
、
次
に
馬
目
王
子
、
次
に
中
山
王
子

中
山
は
山
中
を
上
下
に
あ
や
ま
れ
る
か
。
前
の
駒
王
子
が
あ
や
ま
れ
る
例
も
あ
り
、
今
も
山
中
の
驛
あ
り
。

さ
れ
ど
太
平
記
に
紀
の
中
山
と
い
ふ
事
見
え
た
れ
ば
、
中
山
と
も
い
ひ
に
し
や
。

次
に
山
口
王
子
云
々
と
あ
り
、
山
口
王
子
以
下
次
に
注
る
す
べ
し
。

こ
の
記
王
子
の
名
す
へ
て
七
十
餘
見
え
た
れ
ど
、
他
の
古
事
に
見
え
て
此
記
に
洩
れ
た
る
も
多
し
。
今
社
あ
り
て
こ

の
記
に
な
き
も
多
し
。
さ
て
奉
幣
御
幸
記
に
見
え
た
る
、
こ
れ
は
行
幸
の
御
時
道
中
に
て
熊
野
の
神
を
遙
拜
せ
さ
せ

給
ハ
ん
爲
に
場
を
設
け
ら
れ
し
な
る
へ
し
。
元
よ
り
社
あ
る
は
こ
れ
を
用
ゐ
、
こ
れ
或
は
新
に
社
を
建
て
ら
れ
し
も
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あ
り
、
す
へ
て
王
子
と
稱
し
て
、
地
名
を
配
し
て
某
の
王
子
と
呼
ひ
な
せ
る
な
り
。
按
ず
る
に
宇
多
上
皇
御
幸
の
こ

ろ
は
い
ま
ざ
道
間
に
王
子
社
あ
り
し
さ
ま
見
え
ず
。
増
基
の
庵
主
に
、
御
山
に
つ
く
ほ
ど
に
木
の
も
と
こ
と
に
た
む

け
の
神
多
け
れ
ぞ
水
ノ
ミ
に
と
ま
る
と
あ
れ
ば
、
こ
の
頃
は
水
飲
の
邊
に
多
く
小
社
あ
り
け
ん
を
、
御
幸
記
に
は
さ

る
さ
ま
に
も
見
え
ず
。
今
も
水
飲
王
子
の
外
な
き
を
思
へ
ば
、
以
前
は
諸
王
子
末
社
多
く
、
こ
の
所
に
あ
り
し
を
御

幸
さ
か
り
に
な
り
て
、
追
々
そ
の
道
路
に
う
つ
し
配
り
て
、
事
を
ひ
ろ
く
せ
し
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
白
河
上
皇
御
幸

の
こ
ろ
よ
り
專
王
子
の
祝
行
は
れ
て
、
道
間
に
多
く
建
る
事
と
は
な
れ
る
な
る
べ
し
。

紀

伊

國

王

子

社

略

記

芝
口
云

こ
ゝ
ま
で
写
し
來
れ
る
と
こ
ろ
、
各
王
子
社
の
記
事
全
く
紀
伊
續
風
土
記
よ
り
の
抜

萃
と
わ
か
り
た
る
に
よ
り
、
茲
に
畢
を
と
ゞ
む
。
只
参
考
の
ま
ゝ
に
出
る
社
名
の
ミ
記
し
お
く

(
)

こ
と
ゝ
す
。

昭
和
十
五
年
八
月
十
日
午
後
十
時

松
代
王
子

同
中
村

菩
提
坊
王
子

鳥
井
村
界

祓
戸
王
子

同
鳥
井
浦

藤
白
王
子

同
藤
白
浦

塔
下
王
子

海
部
郡
藤
白
峠

橘
本
王
子

同
橘
本
村

所
坂
王
子

同
村

一
壷
王
子

同
市
坪
村

蕪
坂
塔
下
王
子

在
田
郡
畑
村

山
口
王
子

同
道
村

糸
我
王
子

同
中
番
村

逆
川
王
子

同
吉
川
村

久
米
埼
王
子

同
別
所
村

井
関
王
子

同
井
関
村

【
日
高
郡
原
谷
村
ニ
モ
馬
留
王
子
ア
リ
】

川
瀬
王
子

同
川
瀬
村

馬
留
王
子

同
村
小
名
鹿
ヶ
瀬

沓
掛
王
子

日
高
郡
原
谷
村

内
畑
王
子

同
萩
原
村

高
家
王
子

同
村

田
藤
次
王
子

同
富
安
村

愛
徳
山
王
子

同
吉
田
村

九
海
士
王
子

同
村



- 20 -

岩
内
王
子

同
岩
内
村

塩
屋
王
子

同
北
塩
屋
浦

上
野
王
子

同
上
野
村

津
井
王
子

同
中
村

斑
鳩
王
子

同
光
川
村

切
部
王
子

同
西
野
地
村

中
山
王
子

同
島
田
村

岩
代
王
子

日
高
郡
西
岩
代
村

千
里
王
子

同
山
内
村

三
鍋
王
子

同
北
道
村

芳
養
王
子

牟
婁
郡
下
村

出
立
王
子

同
西

谷
村

ノ

秋
津
王
子

同
下
秋
津
村

丸
王
子

同
萬
呂
村

三
栖
山
王
子

同
下
三
栖
村

八
上
王
子

同
岡
村

稲
葉
根
王
子

同
岩
田
村

一

瀬
王
子

同
市

瀬
村

ノ

ノ

瀧
尻
王
子

牟
婁
郡
芝
村

十
丈
王
子

同
大
川
村

大
坂
王
子

同
近
露
村

近
露
王
子

同
近
露
村

比
曾
原
王
子

同
野
中
村

継
桜
王
子

同
村

(
)

(
)

中
川
王
子

同
村

碑
石
ア
リ

小
廣
王
子

同
村

碑
石
ア
リ

岩
神
王
子

同
道
湯
川
村

猪
鼻
王
子

同
三
越
村

發
心
門
王
子

同
村

水
飲
王
子

牟
婁
郡
三
越
村

伏
拜
王
子

今
伏
拜
村

今
碑
を
建
つ

多
富
氣
王
子

(
)

市
野
々
王
子

牟
婁
郡
市
野
々
村

濱
宮
王
子

同
濱
宮
村

佐
野
王
子

同
佐
野
村

紀

伊

國

王

子

社

略

記

終
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後
鳥
羽
院
之
熊
野
御
幸
度
数

及
供
奉
員
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(
)

後

鳥

羽

上

皇

熊

野

行

幸

大
日
本
史
抜
萃

正
治
元
年

八
月
廿

日
上
皇

幸
熊
野

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
月

八
日
上
皇
還
自
熊
野

(

一

一

九

九

年

)

【
建
久
九
年
八
月
行
幸
？

土
御
門
天
皇
御
宇
】

〃

二
年
十
一
月
廿
八
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

建
仁
元
年
十

月

五
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

十

月
廿
六
日
上
皇
至
自
熊
野

(

一

二

〇

一

年

)

〃

三
年

三
月
十

日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
月
十
一
日
上
皇
還
自
熊
野

〃

三
年

七
月

九
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

元
久
元
年

九
月
十
七
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

十

月

六
日
上
皇
至
自
熊
野

(

一

二

〇

四

年

)

建
永
元
年

五
月

朔
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
月
十
六
日
上
皇
還
自
熊
野

(

一

二

〇

六

年

)

承
元
元
年
十

月

朔
日

〃
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

十

月
廿
四
日

〃

(

一

二

〇

七

年

)

〃

二
年

六
月

三
日

〃
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

七
月

五
日

〃

〃

四
月

五
月
廿
二
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
月
十
四
日

〃

四
年
十

月
十
六
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

レ
メ建

暦
元
年

正
月
閏
五
日
本
院
幸
熊
野

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
月
廿
三
日
本
院
還
自
熊
野

(

一

二

一

一

年

)

【
順
徳
天
皇
御
宇
】

〃

元
年
十
一
月
廿
三
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

十
二
月
廿
三
日

〃

〃

二
年

八
月
廿
四
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

十

月

三
日

〃

建
保
元
年
閏
九
月
廿
七
日
本
院
幸
熊
野

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

十

月
廿
二
日
本
院
還
自
熊
野

(

一

二

一

三

年

)

〃

二
年

九
月
二
十
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

〃

三
年
十

月

八
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

本
院
修
明
門
院

〃

四
年

八
月
十
六
日

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
月

八
日
本
院
修
明
門
院
至
自
熊
野

幸
熊
野
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〃

六
年
十

月
廿
三
日
本
院
幸
熊
野

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

承
久
元
年
十

月
十
六
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

(

一

二

一

九

年

)

〃

二
年

三
月

五
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
〃

三
年

正
月

四
日

〃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

昭
和
十
五
年
六
月

中
根
氏
ノ
抄
録
ヲ
借
リ
テ
写
ス

龍

水

昭
和
十
五
年
八
月
十
一
日

写
ス

芝
口

常
楠
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後

鳥

羽

上

皇

熊

野

御

幸

御

度

数

紀
伊
續
風
土
記
の
考
定
に
は
次
の
通
り
に
な
れ
り

【
建
久
九
年
八
月
行
幸
？
】

(

一
一
九
八

年)

正
治
元
年

八
月
二
十
日

業
資
王
記

同

二
年
十
一
月
廿
八
日

百
練
抄

(

一

一

九

九

年

)

建
仁
元
年
十

月

五
日

百
練
抄

建
仁
三
年

三
月
十

日

〃

(

一

二

〇

一

年

)

同

三
年

七
月

九
日

〃

元
久
元
年

九
月
十
七
日

明
月
記
・
仲
資
王
記

(

一

二

〇

四

年

)

王
長
記
・
業
資
王
記

建
永
元
年

五
月

朔
日

建
永
元
年
十
二
月

九
日

仲
資
王
記

(

一

二

〇

六

年

)
(

一

二

〇

六

年

)

明
月
記

二
年
？

仲
資
王
記
・
百
練
抄

明
月
記
・
百
練
抄

承
元
元
年
十

月

七
日

承
元
元
年

六
月

三
日

(

一

二

〇

七

年

)
(

一

二

〇

七

年

)

業
資
王
記
・
編
年
記
・
百
練
抄

同

四
年

五
月
廿
三
日

百
練
抄

建
暦
元
年

閏
正
月
晦
日

(

一

二

一

一

年

)

仲
資
王
記
為

廿
八
日

今
捉

二

一

業
資
王
記
。
百
練
抄

業
資
王
記
・
王
蘂
・
百
練
抄

建
暦
元
年
十
一
月
晦
日

同

二
年

八
月
廿
四
日

(

一

二

一

一

年

)

編
年
記

【
承
元
二
年
ニ
モ
行
幸
ア
リ
タ
リ
】

(

一
二

〇
八
年)

建
保
元
年
閏
九
月
廿
七
日

仲
資
王
記

建
保

二
年
九
月
廿

日

百
練
抄

(

一

二

一

三

年

)

百
練
抄
・
編
年
記
・
仁
和
寺
日
次
記

同

三
年
十

月

八
日

百
練
抄

同

四
年
八
月
十
六
日

承
久
元
年
十
月

十
六
日

百
練
抄

承
久
二
年

三
月

五
日

王
蘂

編
年
記

(

一

二

一

九

年

)

編
年
記
・
皇
帝
紀
抄

承
久
三
年
正

月

四
日

計

廿
三
度
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又
南
紀
神
社
録
に
は
建
久
九
年
八
月
初
度
廿
八
度
と
あ
り
、
宮
地
博
士
の
神
祇
史
の
研
究
に
も
廿
八
度
と
あ

(

一

一

九

八

年

)

？

？

り
と
の
事
也
、
建
仁
御
幸
記
磐
代
王
子
の
條
に
、
建
仁
元
年
十
月
十
二
日
御
幸
四
度
と
あ
れ
ば
、
第
四
回
目

(

一

二

〇

一

年

)

の
御
幸
と
拜
察
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
、
紀
伊
續
風
土
記
の
は
最
初
の
一
回
は
調
べ
洩
れ
と
思
は
る
ゝ
。
右
南
紀

神
社
録
の
建
久
九
年
八
月

之
は
正
治
元
年
の
前
の
年
に
あ
た
る

初
度
と
せ
る
が
よ
い
や
う
に
思
は
る
ゝ

(
)

(

一

一

九

八

年

)
(

一

一

九

九

年

)

(
)

也
。
さ
れ
ば
御
度
数
も
廿
三
度
よ
り
は
多
く
な
る
わ
け
也
。
後
考
を
期
す
。

龍

水

【
紀
伊
名
所
圖
會
熊
野
篇
第
二
巻
ニ

熊
野
山
旧
記
ニ
云

前
畧

後
鳥
羽
院
自
建
久
九
年
二
十
八
箇
度
也
云
々
】

(
)昭

和
十
五
年
八
月
十
一
日

宇
井
氏
の
写
本
を
借
り
て
寫
ス

芝
口

常
楠
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正
治
二
年
御
幸
供
奉
員
は
瀧
尻
懐
紙
に
よ
り
て
知
ら
る
ゝ
の
み
也

(

一

二

〇

〇

年

)右
近
衛
大
將

源

通
親

参
議
左
近
中
將

藤
原

髙
經

春

宮

亮

藤
原

範
光

右

中

辨

藤
原

長
房

能

登

守

源

具
親

散

位

藤
原

隆
実

散

位

源

家
長

右
衛
門
少
尉

源

季
景

侍

從

藤
原

雅
經

沙

彌

寂

蓮

【
切
目
懐
紙
の
今
あ
る
も
の
は
正
治
二
年
に
幸
の
時
の
も
の
な
り

切
目
懐
紙
に
よ
り
供
奉
員
の
し
ら
る
ゝ
も
の
下
記
の
外
左
の
二
名
な
り

正
五
位
下
上
総
介
藤
原
朝
臣
宗
隆
】

？

？

(
)

建
仁
元
年
御
幸
供
奉
員
の
重
な
る
人
々

新
宮
市
誌
に
よ
る

(

一

二

〇

一

年

)内
大
臣
右
近
衛
大
將

源

通
親

權
中
納
言
春
宮
權
太
夫

藤
原

宗
頼(

)

右
衛
門
督

藤
原

信
清

参
議
左
近
權
中
將

藤
原

公
經

後
太
政
大
臣

從
三
位

藤
原

仲
經

太
宰
大
貳

藤
原

範
光

(
)

從
三
位
右
大
將

藤
原

親
光

後
内
大
臣

右
近
衛
少
將

藤
原

忠
信

左
近
衛
權
少
將

藤
原

定
家

右
兵
衛
督

藤
原

隆
清

春
宮
權
亮

源

定
親

正
二
位
春
宮
太
夫

藤
原

忠
經

(
)

右
中
將

源

有
雅

後
權
中
納
言

承
久
ノ
役
ニ
斬
ラ
ル

因
幡
守

源

通
方

左
中
辨

藤
原

長
房

皇
太
后
宮
少
進

藤
原

信
綱

宮
内
卿

源

家
俊

(

？
俊
宗)
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右
馬
頭

藤
原

親
兼

右
馬
助

源

家
長

北
面

藤
原

清
範

此
中
に
両
度
の
御
幸
に
供
奉
せ
ら
れ
た
り
と
思
は
る
ゝ
は

通
親
・
公
經
・
範
光
・
長
房
・
家
長
の
諸
卿
也

【
前
記
那
智
神
社
島
野
宮
司
ノ
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
考
證
ニ
載
ス
ル
ト
コ
ロ
ト
官
名
・
人
名
ニ
於
テ
少
シ
ク
違
ヘ
ル
点
ア
リ
後
考
ヲ
期
ス

芝
口

】

(
)

昭
和
十
五
年
八
月
十
一
日

宇
井
氏
の
写
本
に
よ
り
て
寫
也

芝
口

常
楠
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熊

野

懐

紙

寫
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御
幸
記
に
よ
る
和
歌
御
題

十
月

九
日

藤

白

深
山
紅
葉

海
邊
冬
月

(

？
湯
淺
ナ
ラ
ン)

〃

十
一
日

切

部

覊
中
聞
波

野
徑
月
明

〃

十
二
日

瀧

尻

河
辺
落
葉

旅
宿
冬
月

〃

十
四
日

近

露

峯
月
照
松

濱
月
似
雪

〃

十
五
日

發
心
門

遠
近
落
葉

暮
聞
河
波

本
宮
ニ
テ
披
講

〃

十
八
日

新

宮

不

明

〃

十
九
日

那

智

不

明

前
に
調
べ
得
た
る
御
題

年
月
不
明

藤

白

遠
山
落
葉

海
辺
眺
望

正
治
二
年
十
二
月
四
日

切

目

遠
山
紅
葉

海
邊
眺
望

正
治
二
年
十
二
月
六
日

瀧

尻

山
河
水
聞

旅
舎
埋
火

こ
の
歌
二
三
に
つ
い
て
は

年
月
不
明

藤

白

山
路
眺
望

暮
里
神
樂

紀
伊
國
名
所
圖
會
熊
野
篇
四
巻
り

〃

古
溪
冬
朝

寒
夜
待
春

六
月
祓

山
家
風
涼

以
上
中
根
氏
調
査
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庭
上
冬
菊

拾
遺
愚
草

後
鳥
羽
院
熊
野
ニ
ま
ゐ
ら
せ
給
ひ
け
る
時

(
)

(
)

新
宮
三
首
御
言
に
庭
上
冬
菊
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

定

家

霜
お
か
ぬ
南
の
海
の
濱
ひ
さ
し
久
し
く
残
る
秋
の
志
ら
菊

(
)

後
鳥
羽
院
御
製
ト
シ
テ
南
紀
湯
淺
誌
ニ
左
ノ
五
首
ヲ
ア
ゲ
タ
リ

紀
伊
名
所
圖
繪
ニ
ア
リ

熊
野
詣
御
路
次
当
座
五
首

？

春
山
花

契
り
け
里
神
の
み
し
め
の
山
櫻
さ
か
ふ
を
風
の
手
向
と
や
思
ふ

夏
山
夕

片
山
の
村
の
蚊
遣
火
霞
つ
ゝ
春
見
し
色
の
夕
月
夜
か
な

秋
山
月

お
な
じ
秋
の
た
が
里
に
先
詠
ら
む
髙
き
峯
よ
り
出
る
月
影

冬
山
暁

小
初
瀬
や
峯
の
木
か
ら
し
夜
も
す
が
ら
吹
あ
け
空
の
雪
の
山
の
端

山
覊
旅

何
と
な
く
旅
寝
の
袖
も
ぬ
れ
ぬ
べ
し
山
の
南
の
松
風
の
こ
ゑ

明
日
香
井
集

熊
野
地
に
て
湯
淺
の
宮
に
て
御
歌
会
あ
り
た
る
に
建
保
四
年
八
月
二
十
日

(

一

二

一

六

年

)

山
ノ
花

山
の
夕

山
の
月

山
の
旅

歌
略
ス
也

紀
伊
名
所
圖
繪
載
ス
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熊

野

懐

紙

正
治
二
年
十
二
月
三
日
切
目
御
歌
会

【
本
派
本
願
寺

即
西
本
願
寺
ニ
所
蔵
セ
ラ
ル
ナ
リ

芝

】

(
)

京
都
本
派
本
願
寺
藏

熊
野
懐
紙
一
巻

後
鳥
羽
天
皇
宸
筆
以
下

十
一
通
国
宝

○

詠

二
首

和
歌

遠
山
落
葉

あ
き
の
い
ろ
は
た
に
の
こ
ほ
り
に
と
ゝ
め
を
き
て
こ
ず
ゑ
む
な
し
き
を
ち
の
や
ま
も
と

海
辺
眺
望

う
ら
風
に
な
ミ
の
を
く
ま
で
雲
き
え
て
け
ふ
み
か
月
の
か
け
ぞ
さ
ひ
し
き

詠

遠
山
落
葉
倭
歌

右
近
衛
大
將

通

親

き
り
め
山
お
ち
の
も
み
ち
は
ち
り
は
て
ゝ
な
を
い
ろ
の
こ
す
あ
け
の
た
ま
か
き

海
邊
眺
望

あ
か
ね
さ
す
し
ほ
ぢ
は
る
か
に
な
か
む
れ
は
い
り
ひ
を
あ
ら
ふ
な
見
の
い
路
か
な

詠
二
首

和
歌

参
議
左
近
衞
中
將

藤
原

公
經

遠
山
落
葉

た
つ
た
山
ふ
か
き
こ
す
ゑ
の
い
ろ
を
た
に
あ
ら
し
に
み
す
る
こ
と
の
は
そ
な
き

海
邊
眺
望

な
か
め
や
る
心
の
す
ゑ
は
く
れ
に
け
り
そ
ら
よ
り
お
ち
に
う
ら
つ
た
ひ
し
て

詠
二
首

和
歌
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春
宮
亮

藤
原

範
光

遠
山
落
葉

み
わ
た
せ
は
き
ゝ
の
こ
の
は
も
ち
り
は
て
ゝ
あ
き
つ
の
や
ま
は
な
の
み
な
り
け
り

海
邊
眺
望

い
は
し
ろ
の
ま
つ
の
こ
ま
よ
り
み
わ
た
せ
は
ゆ
ふ
日
の
い
ろ
を
あ
ら
ふ
し
ら
那
み

冬
日
於
切
目
王
子

詠
二
首

和
歌

遠
山
落
葉

上
五
位
下
上
総
介

藤
原
朝
臣
家
隆
上

？
正

ふ
る
さ
と
は
ま
た
し
く
る
ら
し
ま
さ
き
ち
る
み
や
ま
の
あ
ら
れ
い
ろ
か
は
る
な
り

海
邊
眺
望

い
さ
り
ひ
の
ひ
か
り
に
か
は
る
け
ふ
り
か
な
な
た
の
し
ほ
や
の
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら

詠

遠
山
落
葉

和
歌

侍
從

藤
原

雅
經

こ
か
ら
し
の
お
と
は
か
よ
は
ぬ
な
か
め
に
も
う
つ
れ
は
志
る
し
み
ね
の
も
み
ち
は

海
邊
眺
望

な
か
め
や
る
こ
ゝ
ろ
の
は
て
も
は
れ
に
け
り
な
み
の
ゆ
く
へ
の
ゆ
ふ
な
き
の
そ
ら

詠
二
首

和
歌

遠
山
落
葉

沙
彌

寂

蓮
上

よ
そ
に
み
し
ふ
も
と
の
い
ろ
と
な
り
に
け
り
か
さ
な
る
山
の
み
ね
の
も
み
ち
は

海
邊
眺
望

な
か
め
や
る
お
き
の
こ
し
ま
に
く
も
き
え
て
な
み
に
ち
か
つ
く
み
か
月
の
か
け

詠
二
首

和
歌

遠
山
落
葉

能
登
守

源

具
親
上

み
ね
と
を
き
あ
ら
し
も
い
ろ
に
あ
ら
は
れ
て
し
く
れ
し
あ
と
は
ま
つ
の
ひ
と
む
ら
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海
邊
眺
望

な
か
め
よ
と
お
も
は
て
志
も
や
か
へ
る
ら
ん
月
ま
つ
な
み
の
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね

詠
二
首

和
歌

遠
山
落
葉

散
位

藤
原

隆
実
上

や
ま
こ
ゆ
る
あ
ら
し
も
ぬ
さ
や
た
む
く
ら
む
も
み
ち
ゝ
り
く
る
た
ま
か
き
の
に
は

海
邊
眺
望

わ
た
の
は
ら
な
み
ち
は
る
か
に
見
か
月
の
か
た
ふ
く
か
た
や
あ
は
の
し
ま
山

詠
二
首

和
歌

遠
山
落
葉

散
位

源

家
長

も
み
ち
ゝ
る
や
ま
の
は
ち
か
き
や
と
な
ら
は
ち
り
く
る
い
ろ
は
に
は
に
み
て
ま
し

海
邊
眺
望

な
か
め
や
る
お
き
の
こ
し
ま
の
ゆ
ふ
け
む
り
い
か
な
る
あ
ま
の
す
ま
ゐ
な
る
な
む

詠
二
首

和
歌

遠
山
落
葉

右
衛
門
少
尉

源

季
景
上

な
を
か
よ
ふ
こ
ゝ
も
さ
ひ
し
か
を
ち
や
ま
あ
ら
し
の
ゝ
ち
は
こ
す
ゑ
の
み
か
は

海
邊
眺
望

な
に
か
な
き
な
か
め
の
ほ
と
に
そ
ら
く
れ
て
お
と
の
み
よ
す
る
よ
さ
の
う
ら
な
み

伏
見
宮
貞
敦
親
王
御
筆

添
状
一
巻

此
懐
帋

十
一
枚

後
鳥
羽
院
御
製
以
下

真
跡
也

尤
可
奇
翫
者
乎
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竹
隱
子

御
花
押

飛
鳥
井
雅
□
添
状
一
通

？

切
目
王
子
懐
紙
と
も

禁
院
達
叡
覽
候

盧
御
然
不
斜
候
尤

可
有
秘
蔵
者
也
か
し
く

四
月
十
五
日

花
押

下

間

数

馬

殿

熊
野
懐
紙
は
後
鳥
羽
上
皇
熊
野
御
社
参
の
途
次
、
随
從
の
廷
臣
と
共
に
行
は
せ
ら
れ
た
る
御
歌
会
御
一
座
の
折
の
懐

紙
を
い
ふ
。
現
存
歌
懐
紙
の
和
歌
の
い
る
し
た
る
と
、
歌
人
揃
と
の
故
を
以
て
、
古
来
熊
野
懐
紙
の
名
、
世
上
に
喧

傳
せ
ら
る
。
然
し
乍
ら
切
目
王
子
御
会
の
時
の
も
の
全
部
西
本
願
寺
に
現
存
す
る
外
、
他
の
王
子
の
御
会
の
も
の
昔

よ
り
既
に
別
々
に
さ
れ
、
又
近
時
に
至
り
て
も
分
離
せ
ら
る
ゝ
あ
り
。
遂
に
そ
の
所
在
を
失
す
る
も
の
あ
る
に
至
れ

り
。

(
)

昭
和
十
四
年
四
月

思
賜
京
都
博
物
館
に
陳
列
の
時
添
書

昭
和
十
五
年
八
月
十
一
日

宇
井
龍
水
氏
の
寫
本
ニ
よ
り
寫
也

芝
口

常
楠
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後
鳥
羽
天
皇
宸
筆
正
治
二
年
十
二
月
六
日
瀧
尻
王
子
和
歌
会
懐
紙

(

一

二

〇

〇

年

)

(
)

一
幅

東
京
市

小
倉
房
藏
所
藏

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

博
物
館
ノ
表
示

以
下
同
シ

詠
二
首

和
歌

山
河
水
鳥

お
も
ひ
や
る
か
も
の
う
は
け
の
伊
か
な
ら
む
し
も
さ
へ
わ
た
る
や
ま
河
の
水

旅
宿
埋
火

た
ひ
や
か
た
よ
も
の
も
の
を
ち
は
を
か
き
つ
め
て
あ
ら
し
を
い
と
ふ
う
づ
み
び
の
も
と

同
日
同
處
和
歌
会
の
懐
紙
一
幅
名
古
市
青
木
謙
太
郎
氏
藏

詠

山
河
水
鳥
和
歌

右
近
衛
大
將

通

親

た
に
か
は
の
い
わ
ま
の
こ
け
や
お
し
と
り
の
た
ま
も
の
ふ
ね
の
と
ま
り
な
る
覽

旅
宿
埋
火

う
つ
み
火
の
あ
た
り
の
み
か
は
り
い
を
さ
す
か
き
ね
の
む
め
も
春
し
ら
せ
け
り

同
上

一
幅

京
都
市
阿
部
市
太
郎
藏

詠
二
首

和
歌

山
河
水
鳥

侍
從

藤
原

雅
經
上

い
は
か
た
は
い
く
せ
の
な
み
を
か
つ
く
ら
ん
た
ち
ゐ
る
お
し
の
す
ゑ
に
お
り
ゐ
る

旅
宿
埋
火

よ
も
す
が
ら
ま
き
の
し
た
を
れ
か
き
つ
め
て
あ
さ
た
ち
や
ら
ぬ
う
つ
び
の
も
と

同
上

一
幅

名
古
屋
市

後
藤
幸
三
藏

詠
二
首

和
歌

山
河
水
鳥

散
位

源

家
長

い
は
た
か
は
わ
た
る
せ
こ
と
に
た
ち
さ
は
き
う
き
ね
さ
だ
ぬ
か
も
の
む
ら
ど
り
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旅
宿
埋
火

う
れ
し
く
も
け
ふ
り
の
あ
と
の
き
え
や
ら
て
あ
さ
た
つ
い
ま
も
ね
や
の
と
も
し
ひ

同
上

一
幅

京
都
市

八
木
清
八
藏

旅
二
首

和
哥

山
河
水
鳥

右
衞
門
少
尉

源

季
景
上

す
み
か
ぬ
る
お
し
の
こ
ゑ
の
み
ひ
ま
な
く
て
つ
ら
ゝ
に
よ
は
る
た
に
か
は
の
を
と

旅
宿
埋
火

う
づ
み
ひ
の
ま
く
ら
に
ち
か
く
た
ひ
ね
に
は
は
ら
は
ぬ
そ
て
に
し
も
そ
き
え
ゆ
く

藤
白
和
歌
会

懐
紙
一
幅

東
京
市

侯
爵
前
田
利
為
藏

後
鳥
羽
天
皇
御
製

詠
二
首

和
謌

山
路
眺
望

ふ
ち
し
ろ
や
山
ち
は
る
か
に
み
わ
た
せ
は
ふ
も
と
に
つ
ゝ
く
わ
か
の
う
ら
な
み

暮
里
神
樂

た
ち
ま
は
る
き
ね
か
た
も
と
の
ふ
ゆ
か
せ
や
う
ち
な
ひ
く
神
の
し
る
し
な
ら
ん

同
上

一
幅

東
京
市

津
村
重
舎
藏

詠

山
路
眺
望

和
哥

侍
從

藤
原

雅
經

な
か
め
ゆ
く
ふ
ち
し
ろ
や
ま
の
み
ね
つ
ゝ
き
あ
ら
し
の
お
と
も
わ
か
の
う
ら
ま
つ

【
コ
ノ
懐
紙
紀
伊
名
所
圖
會
ニ
寛
文
ノ
比
或
人
の
纂
し
た
る
を
写
す
云
々

今
何
人
の
藏
な
る
を
知
ら
ず
と
あ
る
】

暮
里
神
樂

い
く
た
び
の
神
も
あ
か
ず
や
し
め
の
う
ち
に
そ
て
ふ
る
き
ね
か
ふ
ゆ
か
く
る
こ
ゑ
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中
根
七
郎
氏
調
査
に
か
ゝ
る

昭
和
十
五
年
八
月
十
一
日
宇
井
氏
よ
り
か
り
て
写
す

芝
口

常
楠
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紀
伊
國
熊
野
新
宮
市
官
幣
大
社
速
玉
神
社
藏
熊
野
懐
紙
寫
三
巻
之
内

藤
白
王
子
御
会
之
懐
紙
一
巻

建
仁
元
年
十
月
九
日
藤
白
王
子
御
歌
会

(

一

二

〇

一

年

)

【
湯
淺
ニ
テ
ノ
御
会
ナ
リ

芝

】

(
)詠

二
首

倭
哥

深
山
紅
葉

う
は
た
ま
の
よ
る
の
に
し
き
を
た
つ
た
ひ
め
た
れ
み
や
ま
き
と
一
人
そ
め
け
ん

海
邊
冬
月

う
ら
さ
む
く
や
そ
し
ま
か
け
て
よ
る
な
み
を
ふ
き
あ
け
の
つ
き
に
ま
つ
か
勢
そ
ふ
く

詠

深
山
紅
葉

和
歌

内
大
臣

通

親

和
け
き
つ
る
山
ま
た
山
も
か
さ
な
れ
ば
も
み
ち
の
い
ろ
も
な
を
も
み
ち
ち
け
り

海
邊
冬
月

ち
よ
を
へ
て
月
そ
さ
へ
ま
す
み
く
ま
の
ゝ
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
み
ゆ
き
か
さ
ね
て

詠

深
山
紅
葉

和
歌

参
議
左
近
權
中
將

藤
原

公
經

志
く
れ
ゆ
く
み
山
志
け
や
ま
わ
け

て
こ
す
ゑ
の
い
ろ
を
お
ら
ぬ
日
は
な
し

く

海
邊
冬
月

な
み
さ
ゆ
る
は
ま
ゝ
つ
か
ぜ
に
か
た
し
き
の
そ
て
よ
り
し
ろ
く
ふ
ゆ
の
月
か
け

詠

深
山
紅
葉

和
謌

太
宰
大
貳

藤
原

範
光

わ
れ
な
ら
て
た
れ
か
き
て
み
む
お
く
や
ま
の
ま
さ
き
の
か
つ
ら
や
し
ほ
そ
む
る
を

海
邊
冬
月
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ふ
ゆ
さ
む
み
月
す
む
よ
は
の
わ
た
つ
み
の
こ
ほ
ら
ぬ
し
ほ
に
こ
ほ
り
し
に
け
り

詠

深
山
紅
葉

右
中
將

道

元

も
み
じ
ば
ゝ
志
く
れ
の
み
か
は
た
つ
ね
い
る
ひ
か
す
の
ふ
る
に
い
ろ
ま
さ
り
け
り

海
邊
冬
月

を
き
つ
か
ぜ
ふ
き
あ
げ
の
は
ま
に
す
む
月
は
し
も
か
ほ
こ
り
か
う
ら
の
あ
ま
人

詠

深
山
紅
葉

左
近
衛
權
少
將

藤
原

定
家

こ
ゑ
た
て
ぬ
あ
ら
し
も
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
あ
れ
や
み
や
ま
の
も
み
ち
み
ゆ
き
ま
ち
け
り

海
邊
冬
月

く
も
り
な
き
は
ま
の
ま
さ
こ
に
き
み
か
よ
の
か
つ
さ
へ
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
月
か
け

詠

深
山
紅
葉

和
謌

春
宮
權
亮

源
朝
臣
定
通

み
や
こ
人
は
な
を
の
み
や
は
を
も
ふ
べ
き
も
み
ち
の
い
ろ
も
み
よ
し
の
ゝ
山

海
邊
冬
月

伊
勢
の
あ
ま
の
い
そ
へ
の
し
も
の
か
ち
ま
く
ら
か
つ
か
ぬ
そ
て
も
月
に
ぬ
れ
け
り

詠
二
首

深
山
紅
葉

和
哥

左
中
辨

藤
原

長
房

ま
さ
き
は
ふ
と
や
ま
は
し
ら
す
み
や
ま
に
は
き
ゝ
の
も
み
ち
葉
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

海
邊
冬
月

月
み
ん
と
ま
は
り
な
る
を
も
い
と
は
ね
は
あ
ま
の
し
ほ
や
は
風
や
さ
む
け
き

詠

深
山
紅
葉

和
歌

因
幡
守

通

方

み
や
ま
ふ
く
も
み
ち
し
に
け
り
冬
く
れ
は
に
し
き
を
ひ
け
る
こ
ゝ
ち
の
み
し
て

△

△

△

【
一
本

み
山
ふ
か
く
も
み
ち
し
に
け
り
冬
く
れ
ば

に
し
き
を
し
け
る
こ
ゝ
ち
の
み
し
て
】

海
邊
冬
月

わ
か
の
う
ら
の
松
ふ
く
か
せ
に
月
す
み
て
な
み
に
や
ど
り
ぬ
冬
の
よ
は
か
な
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(
)

右

一
巻

【
紀
伊
名
所
圖
會
ニ
左
ノ
歌
ヲ
載
ア
リ

歌
二
題

題
名
省
ク

･
･
･
･
･
･

皇
太
后
宮
少
近

藤
原
信
綱

(
)

わ
け
す
つ
る
跡
の
梢
は
う
す
紅
葉

色
も
日
數
も
ふ
か
き
山
か
な

風
寒
み
汐
く
む
海
士
の
ぬ
れ
ご
ろ
も

よ
る
と
も
い
は
ず
月
に
ほ
す
な
り

歌
二
題･

･
･
･
･
･

左
馬
助

源
朝
臣
家
長

花
な
ら
ぬ
秋
の
み
や
ま
の
か
ら
に
し
き

た
つ
こ
と
や
す
き
木
か
げ
な
ら
ぬ
を

千
鳥
な
く
こ
よ
ひ
の
後
の
面
か
げ
に

月
す
む
波
の
た
ゝ
ん
と
す
ら
ん

歌
二
題･

･
･
･
･
･

藤
原
清
範

お
も
ひ
は
れ
て
深
山
の
秋
の
か
ら
に
し
き

た
ゝ
ぬ
か
た
み
の
木
が
ら
し
の
風

し
ほ
か
ぜ
や
ふ
き
あ
げ
の
月
に
雲
き
え
て

霜
よ
り
う
へ
に
し
も
ぞ
こ
ほ
れ
る

】
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同

上

瀧

尻

王

子

御

會

の

懐

紙

一

巻

(
)

建
仁
元
年
十
月
十
四
日
近
露
王
子
御
会
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ

詠
二
首

和
歌

峯
月
照
松

冬
の
夜
の
み
ね
た
ち
は
な
れ
ゆ
く
月
の
秋
に
も
に
た
る
ま
つ
の
か
勢
か
那

濱
月
似
雪

わ
す
れ
て
は
雪
か
と
そ
お
も
ふ
冬
の
夜
の
月
す
む
う
ら
の
あ
り
あ
け
の
は
ま

詠

嶺
月
照
松

和
謌

右
中
將

藤
原

通
光

松
か
勢
や
あ
た
り
の
雲
を
は
ら
ふ
ら
む
伊
り
が
た
に
す
む
山
の
は
し
の
月

濱
月
似
雪

雪
に
の
み
う
つ
り
は
て
ぬ
る
こ
ゝ
ろ
か
な
千
里
の
は
ま
に
す
め
る
月
か
げ

詠

嶺
月
照
松

和
哥

右
近
衛
大
將

通

親

木
の
間
も
る
月
に
な
か
め
は
つ
き
は
て
ぬ
い
か
ゝ
志
の
は
む
み
ね
の
ま
つ
か
せ

濱
月
似
雪

月
か
け
の
か
は
ら
ず
み
ゆ
る
よ
は
の
雪
に
跡
つ
け
そ
む
る
は
ま
ち
と
り
か
な

詠

峯
月
照
松

和
謌

右
近
衛
少
將

藤
原

定
家

さ
し
の
ぼ
る
き
み
を
千
と
せ
に
み
山
よ
り
松
を
そ
月
の
色
に
い
で
け
り

濱
月
似
雪

雲
き
ゆ
る
ち
さ
と
の
濱
の
月
か
け
は
空
に
し
ら
れ
て
ふ
ら
ぬ
志
ら
ゆ
き
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詠

峯
月
照
松

和
謌

参
議
左
近
衛
權
中
將

藤
原

公
經

な
か
む
へ
き
い
く
よ
を
そ
ら
に
契
る
ら
む
月
に
こ
と
ゝ
ふ
ミ
ね
の
松
か
勢

濱
月
似
雪

【
△
一
本

人
も
い
ざ･

･
･
･
･
･

】

人
も
さ
や
こ
よ
ゐ
の
月
を
三
く
ま
の
ゝ
浦
の
は
ま
ゆ
ふ
雪
を
か
さ
ね
て

△

詠

嶺
月
照
松

和
哥

太
宰
大
貳

藤
原

範
光

あ
し
き
ひ
の
山
の
端
い
つ
る
月
ゆ
へ
に
松
の
こ
ま
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
り

濱
月
似
雪

月
か
け
の
さ
へ
ゆ
く
ま
ゝ
に
伊
と
ゝ
し
く
つ
も
る
ゆ
き
か
と
見
く
ま
の
ゝ
濱

詠

嶺
月
照
松

和
謌

春
宮
權
亮

源
朝
臣
定
通

三
笠
山
や
ど
れ
る
松
の
木
の
ま
よ
り
月
か
き
お
ろ
す
み
ね
の
木
か
ら
し

濱
月
似
雪

志
ほ
か
せ
や
吹
上
の
濱
の
空
さ
へ
て
月
か
け
見
す
る
雪
の
あ
け
ほ
の

詠
二
首

和
歌

左
中
辨

藤
原

長
房

嶺
月
照
松

松
か
せ
の
嶺
の
あ
ら
し
に
津
れ
な
く
も
み
と
り
に
く
も
る
月
の
か
け
か
な

濱
月
似
雪

見
く
ま
の
ゝ
う
ら
の
は
ま
ゆ
う
か
さ
ね
ゝ
ど
雪
に
も
に
た
る
冬
の
夜
の
つ
き

詠

峯
月
照
松

因
幡
守

通

方

た
か
は
ら
や
嶺
よ
り
い
つ
る
月
か
け
ハ
千
と
勢
の
ま
つ
を
て
ら
す
な
り
け
り

濱
月
似
雪
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い
は
し
ろ
の
は
ま
ち
に
す
め
る
月
か
け
は
い
つ
し
か
ふ
れ
る
ゆ
き
と
み
に
け
り

詠

峯
月
照
松

和
謌

皇
太
后
宮
少
進

藤
原

綱
信

志
く
れ
に
は
つ
れ
な
く
見
へ
し
松
の
枝
も
み
な
し
ろ
た
へ
の
み
ね
の
月
か
け

濱
月
似
雪

雪
な
ら
ば
軒
か
く
ば
か
り
つ
も
ら
ま
し
は
ま
ゝ
つ
が
枝
の
と
ま
や
も
る
月

詠
二
首

和
謌

右
馬
助

源
朝
臣
家
長

峯
月
照
松

夜
半
の
つ
き
ま
つ
の
あ
な
た
の
や
す
ら
ひ
に
い
て
ゝ
も
み
ね
を
い
つ
る
と
は
な
き

濱
月
似
雪

冬
き
て
も
ま
た
ふ
り
そ
め
ぬ
ゆ
き
の
色
に
お
な
し
志
ら
良
の
夜
半
の
月
か
け

新
宮
市
官
幣
大
社
速
玉
神
社
藏
熊
野
懐
紙
寫
三
巻
の
中

以
上
に
て
二
巻

殘
る
一
巻
は
正
治
二

年
十
二
月
三
日
の
切
目
御
歌
会
の
遠
山
落
葉
・
海
邊
眺
望
に
て

前
に
記
し
た
も
の
に
同
じ
け
れ

ば
茲
に
省
き
ぬ
。

【
紀
伊
紀
伊
名
所
圖
會
熊
野
篇
一
巻

左
ノ
歌
ア
リ

峰
月
照
松

藤
原

清
範

い
で
が
た
の
月
の
か
げ
さ
す
み
ね
の
松
ま
ち
へ
ば
や
ど
れ
谷
川
の
水

濱
月
似
雪

冬
来
て
は
つ
き
か
げ
さ
む
き
は
ま
か
ぜ
に
な
み
を
う
け
て
も
消
え
ぬ
雪
か
な

仝
書
ニ
左
ノ
詩
ア
リ熊

野
路
次
瀧
尻
王
子
宿
即
奉

藤
原

道
憲

山
奇
靈
崛
號
熊
野

一
趁
永
無
塵
垢
襟

月
下
嵐
前
膜
拜
思

當
來
現
世
利
生
心



- 44 -

石
門
松
老
攀
煙
過

巌
戸
泉
寒
叩
凍
斟

本
地
使
地
西
士
主

毎
憑
引
接
涙
難
禁

前
ニ
記
ス
歌
ハ
近
露
ニ
於
ケ
ル
会
ナ
リ
、
コ
ノ
詩
同
時
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
否
ヤ

？

近
露
に
仝
建
仁
元
年
御
幸
記
ニ
道
憲
ノ
名
見
ヱ

(

ズ

】

)

中
根

七
郎
氏
の
調
べ
し
も
の
ニ
か
ゝ
る

昭
和
十
五
年
八
月
十
一
日

宇
井
氏
の
写
本
を
か
り
て
寫
ス

芝
口

常
楠
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書
道
全
集
第
十
七
巻

熊
野
懐
紙

一
七
一

詠
二
首

和
歌

上
総
介

藤
原

家
隆
上

谷
谿
冬
朝

し
も
さ
え
て
あ
く
る
こ
す
ゑ
の
く
も
ま
よ
り
そ
の
よ
も
わ
か
ぬ
た
に
の
ま
つ
か
な

寒
夜
待
春

か
す
む
か
は
ゆ
き
け
に
く
も
る
月
か
け
に
な
を
は
る
を
も
ふ
あ
け
か
た
の
そ
ら

仝

上

第
十
七
巻

熊
野
懐
紙

一
七
六

【
正
治
二
年
瀧
尻
懐
紙
】

詠
二
首

和
哥

右
中
辨

藤
原

長
房

山
川
水
鳥

す
み
な
れ
ぬ
あ
ち
の
む
ら
と
り
さ
は
ぐ
な
り
い
し
ふ
り
か
わ
の
な
み
や
お
ど
ろ
く

旅
宿
埋
火

う
ず
み
ひ
の
あ
た
り
は
ふ
ゆ
ぞ
わ
す
ら
る
ゝ
た
び
の
そ
ら
に
や
は
る
の
き
ぬ
ら
ん

仝

上

第
十
七
巻

熊
野
懐
紙

一
七
八

【
瀧
尻
懐
紙
】

詠
二
首

和
哥

能
登
守

源

具
親
上

山
河
水
鳥

い
は
た
か
は
伊
く
せ
の
な
み
に
す
み
な
れ
て
わ
た
れ
ど
の
こ
る
お
し
の
ひ
と
こ
ゑ

旅
宿
埋
火
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な
ら
ひ
き
ぬ
あ
き
た
つ
ほ
ど
に
な
り
に
け
り
あ
た
り
に
よ
は
る
よ
ひ
の
う
つ
み
び

仝

上

第
十
七
巻

熊
野
懐
紙

一
八
九

詠
二
首

和
歌

左
兵
衛
督

藤
原

季
純

六
月
祓

み
そ
ぎ
す
る
つ
も
り
の
濱
の
う
ら
風
に
あ
き
か
け
て
ふ
く
な
み
の
し
ら
ゆ
ふ

山
家
風
涼

月
か
け
の
さ
す
と
も
し
ら
ぬ
き
ゝ
の
は
を
よ
す
か
ら
た
ゝ
く
に
は
の
秋
風

仝

上

第
十
七
巻

熊
野
懐
紙

一
九
〇

【
瀧
尻
懐
紙
】

詠

和
歌
二
首

沙

彌

寂

蓮
上

山
川
水
鳥

い
は
た
か
は
こ
ほ
り
を
く
た
く
す
ゑ
ま
て
も
あ
は
れ
と
お
も
へ
を
し
の
ひ
と
こ
ゑ

旅
宿
埋
火

く
さ
ま
く
ら
あ
た
り
も
ゆ
き
の
う
つ
み
火
は
き
へ
の
こ
る
ら
む
ほ
ど
ぞ
し
ら
る
ゝ
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文
化
三

日
本
随
筆
大
成
第
一
ノ

×

橋
本
經
亮

著
橘
窓
自
語
巻
八

ニ
正
治
二
年
十
二
月
六
日
瀧
尻
王
子
御
會
ノ
熊
野
懐
紙
ノ

(

一

二

〇

〇

年

)

年
死

第
二
巻
所
収
本
ニ
依
ル

和
歌
九
首
ヲ
載
ス
。
内
前
出
御
製
歌
並
通
親
、
具
親
、
定
長
、
季
景
、
長
房
ノ
歌
ヲ
除
キ
其
他
ヲ
左
ニ
掲
グ

詠
二
首

和
歌

参
議
左
近
衛
中
將

藤
原
朝
臣
公
經

山
河
水
鳥

や
ま
か
は
ハ
い
は
ま
の
み
つ
の
か
け
と
ち
て
こ
ほ
り
に
う
つ
る
す
か
の
み
つ
ど
り

旅
宿
埋
火

く
さ
ま
く
ら
あ
さ
た
つ
か
せ
も
を
と
さ
へ
て
な
ほ
う
つ
み
ひ
の
も
と
は
わ
す
れ
す

詠
二
首

和
歌

春
宮
亮

藤
原

範
光

山
河
水
鳥

や
ま
か
は
の
い
は
う
つ
を
と
に
を
ど
ろ
か
で
い
か
に
な
れ
た
る
お
し
の
う
き
ね
ぞ

旅
宿
埋
火

う
つ
み
火
の
あ
た
り
ハ
冬
の
く
さ
ま
く
ら
も
え
い
づ
る
は
る
の
け
し
き
な
る
か
な

詠
二
首

和
歌

散
位

藤
原

隆
実
上

山
河
水
鳥

や
ま
か
け
や
を
ち
く
る
み
つ
の
せ
を
は
や
み
よ
と
み
に
つ
と
ふ
あ
ち
の
む
ら
と
り

旅
宿
埋
火

く
さ
ま
く
ら
あ
く
れ
は
さ
ゆ
る
た
ひ
の
よ
に
ま
づ
た
ち
や
ら
ぬ
う
つ
み
ひ
の
も
と
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以
上
熊
野
懐
紙
ハ
中
根
七
郎
氏
の
調
べ
ら
れ
た
る
も
の
な
り

昭
和
十
五
年
六
月

寫

龍

水

昭
和
十
五
年
八
月
十
二
日

寫
也

芝
口

常
楠

【
補

紀
伊
名
所
圖
會
熊
野
篇
四
巻
に
左
の
歌
を
載
す

詠
暁
紅
葉

和
歌

右
中
辨

長
房

な
が
む
れ
ば
や
ま
し
た
て
ら
す
紅
葉
か
な

有
あ
け
の
月
は
の
か
な
れ
ど
も

詠
花
有
歡
色

和
歌

散
位

源

家
長

草
木
ま
で
か
を
も
な
ら
さ
ぬ
あ
め
の
下
に

お
も
ひ
開
く
る
花
の
色
か
な

詠
暁
紅
葉

和
歌

右
馬
權
助

源

仲
家

う
す
く
濃
き
色
こ
そ
み
見
え
ね
も
み
ち
ば
や

龍
田
の
山
の
あ
け
く
れ
の
空

詠
二
首
和
歌

左
兵
衛
督

藤
原

秀
能

六
月
祓

み
そ
ぎ
す
る
津
守
の
う
ら
の
う
ら
か
ぜ
に

秋
か
け
て
ふ
く
な
み
の
し
ら
ふ
ゆ

山
家
風
涼

月
か
げ
の
さ
す
と
も
し
ら
ぬ
木
々
の
葉
を

よ
す
が
ら
た
ゝ
庭
の
あ
き
か
ぜ

】
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毛
利
柴
庵
氏
の

瀧

尻

懐

紙
「
皇
室
と
紀
伊
」
よ
り

橘

窓

自

語

瀧
尻
王
子
御
會
正
治
二
年

土
御
門
朝

十
二
月
六
日

(
)

十
六
己
八

ニ
ヨ
ル

詠
二
首

後
鳥
羽
院
御
製

山
河
水
鳥

思
ひ
や
る
鴨
の
う
は
け
の
い
か
な
ら
む
霜
さ
へ
わ
た
る
山
河
水

旅
宿
埋
火

旅
や
か
た
よ
も
の
落
葉
を
か
き
つ
め
て
あ
ら
し
を
い
と
ふ
埋
火
の
も
と

詠
山
河
水
鳥
和
歌

右
近
衛
大
將

通

親

谷
川
の
岩
間
の
こ
け
や
お
し
ど
り
の
た
ま
も
の
ふ
ね
の
と
ま
り
な
む
ら
む

旅
宿
埋
火

埋
火
の
あ
た
り
の
み
か
は
か
り
い
を
さ
す
か
き
ね
の
梅
も
春
し
ら
せ
け
り

假

庵

詠
二
首
和
歌

参
議
左
近
中
將

藤
原
朝
臣
公
經

山
河
水
鳥

山
河
や
岩
間
の
水
の
か
け
と
ぢ
て
氷
り
に
う
つ
る
す
か
の
む
ら
鳥

旅
宿
埋
火

く
さ
枕
あ
さ
た
つ
風
も
音
さ
へ
て
な
ほ
埋
火
の
も
と
は
忘
れ
す

詠
二
首
和
歌

春
宮
亮

藤
原

範
光

山
河
水
鳥

山
河
の
岩
打
つ
音
に
を
と
ろ
か
て
い
か
に
な
れ
た
る
お
し
の
う
き
ね
そ

旅
宿
埋
火

埋
火
の
あ
た
り
は
冬
の
草
枕
も
え
い
づ
る
春
の
け
し
き
な
る
か
な

詠
二
首
和
歌

右
中
辨

藤
原

長
房

山
河
水
鳥

す
み
な
れ
ぬ
あ
ち
の
む
ら
鳥
さ
わ
ぐ
な
り
石
ふ
り
川
の
名
に
や
お
ど
ろ
く

旅
宿
埋
火

う
つ
み
火
の
冬
の
あ
た
り
は
冬
ぞ
わ
す
ら
る
ゝ
旅
の
そ
ら
に
や
春
の
き
ぬ
ら
ん

詠
二
首
和
歌

能
登
守

源

具
親

山
河
水
鳥

岩
田
河
い
く
せ
の
な
み
に
す
み
な
れ
て
た
れ
と
の
こ
る
お
し
の
ひ
と
こ
ゑ
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旅
宿
埋
火

な
ら
ひ
き
ぬ
あ
き
た
つ
ほ
と
に
な
り
に
け
り
あ
た
り
に
よ
は
る
よ
ひ
の
埋
火

詠
二
首
和
歌

散
位

藤
原

隆
実
上

山
河
水
鳥

や
ま
か
け
や
お
ち
く
る
水
の
瀬
を
は
や
み
よ
と
み
に
つ
と
ふ
あ
ち
の
む
ら
と
り

旅
宿
埋
火

く
さ
枕
あ
く
れ
は
さ
ゆ
る
旅
の
よ
に
ま
つ
た
ち
や
ら
ぬ
埋
火
の
も
と

詠
二
首
和
歌

散
位

源

家
長

山
河
水
鳥

岩
田
河
わ
た
る
せ
こ
と
に
た
ち
さ
わ
き
う
き
ね
さ
た
め
ぬ
か
も
の
む
ら
鳥

旅
宿
埋
火

う
れ
し
く
も
け
ふ
り
の
あ
と
の
消
や
ら
て
あ
さ
た
つ
い
ま
も
ね
や
の
と
も
し
ひ

詠
二
首
和
歌

右
衞
門
少
尉

源

季
景
上

山
河
水
鳥

す
み
か
ぬ
る
お
し
の
こ
ゑ
の
み
ひ
ま
な
く
て
つ
ゝ
ら
に
よ
は
る
た
に
か
は
の
音

旅
宿
埋
火

埋
火
の
枕
に
ち
か
き
旅
寝
に
は
は
ら
は
ぬ
そ
て
に
霜
そ
消
ゆ

以
上
九
枚
の
懐
紙
の
こ
と
は
橘
窓
自
語
に
あ
る
も
の
な
れ
ど
、
大
正
十
二
年
六
月
若
州
酒
井
伯
爵

(

一

九

二

三

年

)

家
の
賣
立
に
は
、
こ
の
外
に
次
の
一
枚
を
加
へ
、
全
部
に
て
十
枚
と
熊
野
懐
紙
と
標
記
せ
り
と
い

ふ
。

詠
二
首
和
歌

侍
従

藤
原

雅
經
上

山
河
水
鳥

岩
田
川
い
く
せ
の
な
み
を
か
つ
く
ら
む
た
ち
ゐ
る
お
し
の
す
ゑ
に
お
り
ゐ
る

旅
宿
埋
火

よ
も
す
が
ら
ま
き
の
し
た
を
れ
か
き
つ
め
て
あ
さ
た
ち
や
ら
ぬ
埋
火
の
も
と

【
猶

紀
伊
名
所
圖
會
熊
野
篇
二
右
ノ
外
左
ノ
歌
ヲ
載
ス

詠
二
首
水
鳥

沙
彌

寂

蓮
上

岩
田
川
こ
ほ
り
を
く
だ
く
す
ゑ
ま
で
も
あ
は
れ
と
思
へ
を
し
の
一
聲

(
)

旅
宿
埋
火

補

惜
む
べ
し
今
こ
の
歌
を
逸
す

く
さ
ま
く
ら
あ
た
り
も
ゆ
き
の
埋
火
は
き
え
の
こ
る
ら
む
ほ
ど
ゝ
し
ら
る
ゝ

】

(
)

附

記
世
に
瀧
尻
懐
紙
と
い
ふ
も
の
は
、
建
仁
元
年

正
治
三
年
改
元

十
月
十
四
日
瀧
尻
王
子
和
歌
会
の
折
の
も
の
と
紛

(
)

(

一

二

〇

一

年

)
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る
く
こ
と
あ
れ
ど
、
建
仁
元
年
十
月
の
と
き
の
は
峯
月
照
松
・
濱
月
似
雪
の
二
題
に
て
、
且
つ
こ
の
時
の
和
歌

会
は
瀧
尻
王
子
と
せ
る
は
誤
り
に
て
、
日
程
か
ら
考
ふ
れ
ば
近
露
王
子
に
て
御
催
し
な
ら
ん
と
思
は
る
ゝ
也
。

こ
の
瀧
尻
懐
紙
と
云
ふ
は
橘
窓
自
語
に
あ
る
通
り
、
そ
の
前
年
の
正
治
二
年
十
二
月
六
日
瀧
尻
王
子
御
会
と
あ

る
時
の
も
の
な
る
事
明
か
也
。
こ
の
正
治
二
年
御
幸
の
こ
と
は
悉
く
傳
へ
ら
れ
て
な
き
も
、
百
練
抄
に
後
鳥
羽

上
皇
の
熊
野
御
幸
と
、
正
治
二
年
十
一
月
廿
八
日
と
あ
れ
ば
、
丁
度
十
二
月
六
日
頃
に
瀧
尻
王
子
へ
御
着
あ
ら

(
)

せ
ら
る
し
事
に
な
れ
ば
、
よ
く
符
号
す
る
な
り
。

龍

水

生

昭
和
十
四
年
九
月
に
こ
の
記
を
作
れ
る
に
、
後
中
根
氏
調
査
の
も
の
を
借
り
て
写
せ
り
。

(
)

両
者
照
合
を
要
す

龍
水

再
記

(
)

昭
和
十
五
年
八
月
十
二
日
宇
井
龍
水
氏
よ
り
借
り
て
写
す

芝
口

常
楠

(
)

昭
和
二
十
五
年
四
月
十
六
日
芝
口
常
楠
氏
よ
り
借
り
て
写
す

清
水

長
一
郎

あ

と

が

き

「
熊
野
王
子
諸
関
係
抄
録
」
と
は
私
が
勝
手
に
題
名
を
付
け
た
。

先
人
達
が
苦
労
し
て
熊
野
御
幸
関
係
の
資
料
を
調
べ
ら
れ
た
の
が
忍
ば
れ
る
。
書
写
の
誤
り
が
あ
っ
た
り
、
現

在
の
学
説
と
違
い
が
あ
る
と
と
思
う
が
、
原
本
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
た
。

な
お
【
】
内
は
龍
水
氏
・
芝
口
氏
・
父
が
書
写
の
時
の
追
記
で
あ
る
。

平
成
二
十

二
〇
〇
八

年
四
月
二
十
日

(
)

清

水

章

博
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